
 

 

ら
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
病
院
の
よ
り
一
層
の
充
実
発
展
の

た
め
全
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
す
。 

現
在
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
不
安

定
要
因
が
更
に
顕
在
化
し
、
ま
た
、

領
域
横
断
作
戦
の
実
現
と
南
西
地
域

の
防
衛
態
勢
強
化
を
図
っ
て
い
る
重

要
な
時
期
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

陸
上
自
衛
隊
の
「
救
命
ド
ク
ト
リ

ン
」
の
実
現
を
目
標
と
し
た
「
衛
生

支
援
態
勢
の
更
な
る
実
効
性
向
上
」

の
た
め
に
、
地
域
の
医
療
に
貢
献 

す
る
と
と
と
も
に
、
西
部
方
面
隊
に

お
け
る
中
核
型
基
幹
病
院
と
し
て
の

任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
は
、
自
衛
隊

衛
生
に
課
さ
れ
た
必
成
課
題
で
あ
り

ま
す
。 

一
方
、
防
衛
省
は
衛
生
機
能
強
化

の
一
環
と
し
て
、
自
衛
隊
病
院
の
拠

点
化
・
高
機
能
化
を
進
め
て
お
り
、

令
和
三
年
度
は
自
衛
隊
別
府
病
院
の

閉
院
、
那
覇
病
院
の
陸
上
自
衛
隊
と

し
て
の
新
編
開
院
が
あ
り
、
こ
の
事

業
を
最
大
限
支
援
す
る
と
と
も
に
、

近
い
将
来
の
当
病
院
の
建
替
事
業
を

更
に
推
し
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

そ
こ
で
、
病
院
長
着
任
に
あ
た

り
、
統
率
方
針
を
、
「
あ
る
べ
き
姿

の
追
求
」
と
し
ま
し
た
。
わ
が
国
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
が
さ
ら
に

厳
し
さ
を
増
し
、
か
つ
、
感
染
症
を

含
む
多
様
な
自
然
災
害
等
へ
の
対
応

も
必
要
と
さ
れ
る
中
、
防
衛
省
・
自

衛
隊
に
対
す
る
国
民
か
ら
の
期
待
は 

「
着
任
の
挨
拶
」 
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筑 

紫 

路 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種 

准
看
護
学
院
卒
業
式 

准
看
護
学
院
入
校
式 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
山
元
二

佐
）
は
西
部
方
面
総
監
部
医
務
官
井
上

一
佐
を
ご
来
賓
に
迎
え
、
令
和
三
年
四

月
一
日
、
第
四
十
六
期
初
級
陸
曹
特
技

課
程
「
准
看
護
師
」
の
入
校
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
陸
曹
学
生
が
入
校
す
る

と
い
う
准
看
護
学
院
に
と
っ
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。
ま
た
学
生
数

も
増
員
と
な
り
今
年
度
は
二
十
七
名
が

入

校

し

ま

し

た
。
学
院
長
の

「
自
ら
考
え
、

個
と
し
て
自
立

せ
よ
」
と
い
う

要
望
事
項
を
胸

に
二
年
間
の
教

育
に
挑
ん
で
い

き
ま
す
。 

参列者と記念撮影 

 

准
看
護
学
院
（
学
院
長
：
濵
地
一

佐
）
は
令
和
三
年
三
月
四
日
、
第
四
十

四
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程
「
准
看
護

師
」
の
卒
業
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。 

 

学
生
は
二
年
間
の
教
育
を
学
院
長
の

要
望
事
項
で
あ
る
「
一
流
を
目
指
し
切

磋
琢
磨
せ
よ
」
を
胸
に
全
課
程
修
了
し

ま
し
た
。
卒
業

後
は
救
急
救
命

士

課

程

へ

入

校
、
北
は
宇
都

宮
駐
屯
地
か
ら

南
は
那
覇
駐
屯

地
へ
部
隊
配
属

と
全
国
で
活
躍

す
る
衛
生
救
護

陸
曹
と
な
り
ま

す
。 

在校生より送辞を受ける卒業生 

陸
将
補 
川
口 

雅
久 

こ
の
度
、
令
和
三
年
三
月
二
十
六
日

付
で
第
二
十
五
代
自
衛
隊
福
岡
病
院
長

兼
ね
て
春
日
駐
屯
地
司
令
を
拝
命
し
た

川
口
陸
将
補
で
す
。 

自
衛
隊
福
岡
病
院
は
、
歴
代
病
院
長

を
は
じ
め
諸
先
輩
方
の
ご
尽
力
及
び 

病
院
職
員
諸
官
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に

よ
り
着
実
に
充
実
発
展
を
重
ね
、
名
実

と
も
に
西
部
方
面
隊
地
区
に
お
け
る
自

衛
隊
医
療
の
中
核
と
し
て
輝
か
し
い
伝

統
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

十
八
年
十
月
か
ら
は
保
険
医
療
機
関
と

な
り
、
一
般
外
来
患
者
数
も
年
々
増
加

し
、
地
域
に
根
付
い
た
医
療
機
関
と
し

て
も
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に

お
い
て
も
地
域
医
療
の
一
翼
を
担
う
と

と
も
に
、
職
域
病
院
と
し
て
の
役
割
も

果
た
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
自
衛
隊
福
岡
病
院
に
病

院
長
と
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
は
、
無

上
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
改

め
て
そ
の
重
責
を
深
く
認
識
し
身
が 

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
微
力
な
が 

増
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

期
待
に
応
え
る
に
は
、
「
自
衛
隊
福

岡
病
院
と
い
う
組
織
が
、
現
在
そ
し

て
未
来
に
お
い
て
、
ど
う
あ
る
べ
き

な
の
か
」
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
か
ら

で
す
。 

要
望
事
項
は
、
「
適
時
・
適
切
な

業
務
の
遂
行
」
と
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
、
平
素
か
ら
事
態
等
へ
の
対

処
も
念
頭
に
置
き
、
継
続
的
に
任
務

分
析
を
実
施
し
、
行
動
に
当
っ
て
は

熟
慮
断
行
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
組
織
と
し
て
、
個
人
と
し
て

何
を
な
す
べ
き
か
を
、
時
期
に
合
わ

せ
考
察
し
、
対
応
策
を
果
断
す
る
こ

と
が
肝
要
だ
と
考
え
る
か
ら
で
す
。 

皆
様
と
と
も
に
、
「
『
現
代
の
防

人
』
た
る
西
部
方
面
隊
に
お
け
る
中

核
型
基
幹
病
院
」
の
あ
る
べ
き
姿
の

具
現
化
を
追
求
し
、
よ
り
信
頼
さ

れ
、
よ
り
活
気
溢
れ
る
病
院
・
駐
屯

地
作
り
に
邁
進
し
、
国
民
の
期
待
に

応
え
て
い
く
所
存
で
す
。
皆
様
の
自

衛
隊
福
岡
病
院
お
よ
び
春
日
駐
屯
地

に
対
し
ま
す
、
引
き
続
き
の
ご
支
援

お
よ
び
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

病
院
長
要
望
事
項 

「
適
時
・
適
切
な 

 
 
 
 

業
務
の
遂
行
」 

統
率
方
針 

「
あ
る
べ
き
姿
の
追
求
」 

 

令
和
三
年
三
月
六
日
、
防
衛
医
科

大
学
校
看
護
学
科
を
卒
業
し
、 

八
日
、
福
岡
病
院
に
七
名
が
着
隊
し

ま
し
た
。 

 

履
修
前
教
育
を
終
了
し
幹
部
候
補

生
学
校
（
前
川
原
）
の
Ｎ
Ｂ
課
程
に

入
校
中
で
す
。
五
月
二
十
六
日
卒
業

後
、
病
棟
配
属
予
定
で
す
。 

 

 

看
護
科
幹
部
候
補
生
と
し
て
、
自

衛
官
と
看
護
師
両
方
の
識
能
を
深
化

さ
せ
、
切
磋
琢

磨
し
続
け
る
こ

と
を
お
お
い
に

期
待
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

防
医
大
看
護
四
期
生
着
隊 

 

令
和
三
年
三
月
十
七
日
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

し
ま
し
た
。 

 

医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
優
先
接
種

は
医
療
提
供
体
制
の
確
保
等
の
為
に
国

策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

接
種
に
際
し
、
恒
常
的
な
診
療
体
制

の
確
保
及
び
三
密
の
防
止
の
観
点
か
ら

細
か
く
グ
ル
ー
プ
分
け
を
し
実
施
し
ま

し
た
。 

 

接
種
者
に

ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
等
の

重
度
な
ア
レ

ル
ギ
ー
反
応

も
な
く
終
え

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 



 

 

(   ) 

《
令
和
二
年
六
月
四
日
付
》 

 
 

 

一
等
陸
佐 

 

阿
部 

 

浩 

《
令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
付
》 

 
 

 

二
等
陸
佐 

 

梅
崎 

奈
美 

《
令
和
二
年
九
月
十
八
日
付
》 

 
 

 

二
等
陸
佐 

 

小
松 

輝
久 

《
令
和
三
年
一
月
二
十
二
日
付
》 

 
 

 

三
等
陸
佐 
 

秋
吉 

琴
美 

《
令
和
三
年
二
月
十
日
付
》 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

柴
山 

晴
彦 

《
令
和
三
年
三
月
七
日
付
》 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

松
本 

盛
一 

《
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
付
》 

 
 

 

行
二
三 

 
 
 

 
村 

基
作 

《
令
和
三
年
四
月
二
日
付
》 

 
 

 

三
等
陸
尉 

 

斉
藤 

賢
孝 

 
 

 第１１６号             福岡病院だより               令和３年５月１日 

《
三
月
十
五
日
付
》 

企
画
室 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

穴
田 

慎
次
郎 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 

 
一
等
陸
尉 

 

武
田 

幸
子 

 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

濱
田 

 

薫 

（
管
理
課
） 

 
 

 

一
等
陸
曹 

 

福
永 

良
一 

（
医
事
課
） 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 
西 

  

孝
介 

診
療
科 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

熱
海 
啓
一
郎 

診
療
技
術
部 

（
部 

長
） 

 
 

 

一
等
陸
佐 

 

井
上 

裕
悦 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

岩
﨑 

 

功 

 
   

  

一
等
陸
曹 

 

大
石 

正
文 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

若
松 

元
太 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

中
山 

了
伍 

《
三
月
十
三
日
付
》 

診
療
技
術
部 

（
研
究
検
査
課
） 

 
 

 

三
等
陸
曹 

 

大
塚 

浩
介 

《
三
月
十
五
日
付
》 

企
画
室 

 
 

 

三
等
陸
佐 

 

田
脇 

 

渉 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

  

平
川 

紀
夫 

 
   

  

准 

陸 

尉 
 

田
實 

伸
一 

 
 

 
二
等
陸
曹 

 

高
月 

美
沙 

 

２等陸佐 山元 浩治 

総務部長 

整形外科部長兼 

准看護学院長 

新
部
長
等
の
紹
介 

診療技術部長兼 

麻酔科部長 

衛生資材部長 

１等陸佐 濵地 理通 ２等陸佐 山内 康彦  
 

新
し
く
診
療
技
術
部
長
に
な
り

ま
し
た
濵
地
で
す
。
診
療
技
術
部

は
放
射
線
、
臨
床
検
査
、
理
学
療

法
か
ら
な
り
、
現
代
の
専
門
化
細

分
化
さ
れ
た
医
療
技
術
を
正
確
に

提
供
し
ま
す
。
皆
様
に
質
の
高
い

安
心
で
き
る
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
日
々
精
進
し
て
お
り
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

〈 

転
出
者 

〉 

定
年
退
職
者
の
紹
介 

 長年の国防勤務お疲れさまでした。 

( ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  ) 

（
研
究
検
査
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

脇
田 

重
則 

 
 

 

二
等
陸
曹 

 

宮
坂 

佳
子 

衛
生
資
材
部 

（
衛
生
資
材
課
） 

 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

古
賀 

 

博 

看
護
部 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

下
園 

明
子 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

甲
斐 

美
希 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

釘
村 

嘉
代
子 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

藤
江 

由
子 

 
 

 

一
等
陸
尉 

 

吉
田 

隆
二 

 
 

 

二
等
陸
尉 

 

山
本 

芳
美 

 
 

 

三
等
陸
尉 

 

秋
穂 

朋
花 

 
 

 

三
等
陸
尉 

 

入
江 

美
憂 

 
 

 

三
等
陸
尉 

 

執
行 

優
利
花 

《
三
月
二
十
六
日
付
》 

福
岡
病
院
長
兼
春
日
駐
屯
地
司
令 

 
 

 

陸 

将 

補 
 

松
木 

泰
憲 

総
務
部 

（
部 

長
） 

 
 

 

二
等
陸
佐 

 

小
川 

和
明 

衛
生
資
材
部 

（
部 

長
） 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

笠
置 

 

剛 

《
四
月
一
日
付
》 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 

 

行
一
四 

  
  

田
中 

 

賢 

（
会
計
課
） 

 
 

 

行
一
三 

 
 

中
野 

英
樹 

（
医
事
課
） 

 
 

 

行
一
三 

 
 

神
宮 

順
子 

（
給
食
課
） 

 
 

 

行
一
二 

 
 

白
石 

さ
お
り 

 
 

 

医
一
三 

 
 

鈴
木 

文
子 

 

(  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (  ) (   ) 

（
管
理
課
） 

 
 
 

一
等
陸
曹 

 

中
山 

雅
矢 

（
医
事
課
） 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

江
口 

 

茂 

診
療
科 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

前
岳 

葉
子 

診
療
技
術
部 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

衛
藤 

利
弘 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

室
屋 

大
輔 

 
 
 

二
等
陸
曹 

 

奥
村 

昭
洋 

（
研
究
検
査
課
） 

 
 
 

准 

陸 

尉 
 

中
岸 

啓
治 

衛
生
資
材
部 

（
衛
生
資
材
課
） 

 
 
 

陸 

曹 

長 
 

甲
斐 

竜
二 

看
護
部 

 
 
 

三
等
陸
佐 

 

松
田 

睦
美 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

馬
場 

留
美
子 

 
 
 

一
等
陸
尉 

 

丹 
 

奈
津
子 

 
 
 

二
等
陸
尉 

 

尾
﨑 

裕
美 

 
 
 

三
等
陸
尉 

 

杉
山 

 

碧 

 
   

  

陸 

曹 

長 
 

岸
副 

吉
晃 

准
看
護
学
院 

 
 
 

三
等
陸
曹 

 

宮
下 

幸
裕 

 

《
三
月
二
十
六
日
付
》 

福
岡
病
院
長
兼
春
日
駐
屯
地
司
令 

 

 
 
 

陸 

将 

補 
 

川
口 

雅
久 

総
務
部 

（
部 

長
） 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

山
内 

康
彦 

衛
生
資
材
部 

（
部 

長
） 

 
 
 

二
等
陸
佐 

 

小
野 

陽
輔 

《
四
月
一
日
付
》 

企
画
室 

 
 
 

行
一
二 

 
 

奥
村 

千
裕 

総
務
部 

（
総
務
課
） 

 
 
 

行
一
四 

 
 

江
藤 

 

将 

 
 
 

行
一
二 

 
 

栗
山 

啓
介 

（
会
計
課
） 

 
 
 

行
一
三 

 
 

江
口 

和
則 

（
医
事
課
） 

 
 
 

行
一
二 

 
 

梅
崎 

木
綿
子 

（
給
食
課
） 

 
 
 

行
一
二 

 
 

椎
屋 

美
津
子 

 
 
 

医
二
二 

 
 

福
田 

由
佳 

放
射
線
技
術
部 

（
放
射
線
技
術
課
） 

 
 
 

医
二
三 

 
 

瀬
戸 

 

誠 
 
 

人
事
往
来 

 

こ
の
度
、
北
部
方
面
総
監
部
人
事

部
よ
り
衛
生
資
材
部
長
と
し
て
着
任

し
ま
し
た
。
衛
生
資
材
部
一
同
の
力

を
結
集
し
、
平
素
の
診
療
に
係
る
物

的
基
盤
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
病
院

建
替
え
を
見
据
え
た
医
療
用
備
品
等

の
取
得
準
備
の
推
進
、
国
難
で
あ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
・
収
束
へ
貢
献
で
き
る
よ
う

尽
力
い
た
し
ま
す
。
ご
指
導
・
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 ２等陸佐 小野陽輔 

 

こ
の
度
、
准
看
護
学
院
長
に
上
番

し
ま
し
た
山
元
二
佐
で
す
。
こ
れ
ま

で
は
運
動
器
分
野
の
講
義
の
み
の
担

当
で
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
は
学
院

長
と
い
う
立
場
で
学
生
と
関
わ
る
事

と
な
り
ま
す
。
学
生
が
吹
き
込
ん
で

く
れ
る
若
さ
あ
ふ
れ
る
波
に
乗
り
、

と
も
に
励
み
成
長
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
学
生
と
も
ど
も
ご
指
導

ご
協
力
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

 

 

こ
の
度
、
自
衛
隊
阪
神
病
院
総
務
部

長
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
総
務
部

長
と
し
て
春
日
駐
屯
地
・
自
衛
隊
福
岡

病
院
の
歴
史
と
伝
統
を
重
ん
じ
つ
つ
、

事
の
目
標
・
目
的
を
常
に
念
頭
に
置
き

熟
考
断
行
し
、
皆
様
か
ら
更
に
信
頼
さ

れ
る
駐
屯
地
・
病
院
と
な
る
べ
く
邁
進

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま

で
と
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。  

 

 

〈 

転
入
者 

〉 


